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番号 対策メニュー
12 冷蔵庫には中身を詰め込みすぎない

【解説】

冷蔵庫にあまり物を詰めると冷蔵効果が下がります。
容量一杯に詰め込んでいる場合に、容量の半分で貯蔵した場合に
年間で電気が43.84kWh節約できます。

電力は、電力会社で作られる際に、火力発電所や水力発電所、
原子力発電所など、複数の異なる種類の発電施設で同時に作られて
いるため、その電力の生成にあたって排出された二酸化炭素量を
求めるための排出係数は、毎年、国から公表されます。
ちなみに、平成20年度の東京電力の排出係数は
「実排出係数」が、0.418kg-CO2/kwh
「調整後排出係数」が0.332kg-CO2/kwh
となっています。調整後とは、グリーン電力証書を東京電力が購入して
相殺された後という意味なので、実排出係数を使用します。

したがって電力からの年間排出削減分は、
＝43.84kWh×0.418kg-CO2/kWh
≒18.33kg-CO2
となります。

参考文献
ながれやまエコ・チェックノート(流山市)
東京電力HP
家庭の省エネ大辞典(財団法人省エネルギーセンター）
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番号 対策メニュー
13 ガスコンロの火は鍋底からはみださない

【解説】

1日3回、水１ℓ(20℃)を沸騰させる時、強火から中火にして鍋底から火がはみ出ないように
調理することで、年間でガスが2.38m3節約できます。

流山市で用いているガスの燃焼による二酸化炭素排出量を求めるための排出係数は、
・都市ガスで2.08kg-CO2/m3
・LPガスで3.0kg-CO2/m3
となっています。

ここでは都市ガスを想定すると、ガスからの年間排出削減分は、
＝2.38m3×2.08kg-CO2/m3
≒4.95kg-CO2
となります。

参考文献
ながれやまエコ・チェックノート(流山市)
家庭の省エネ大辞典(財団法人省エネルギーセンター）
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番号 対策メニュー
14 給湯温度はできるだけ低く

【解説】

65ℓの水(20℃）を使い、湯沸かし器の温度を40℃から38℃にし、2回/日手洗いした場合
年間（但し冷房期間を除く220日で想定）でガスが8.80m3節約できます。

流山市で用いているガスの燃焼による二酸化炭素排出量を求めるための排出係数は、
・都市ガスで2.08kg-CO2/m3
・LPガスで3.0kg-CO2/m3
となっています。

ここでは都市ガスを想定すると、ガスからの年間排出削減分は、
＝8.80m3×2.08kg-CO2/m3
≒18.30kg-CO2
となります。

参考文献
ながれやまエコ・チェックノート(流山市)
家庭の省エネ大辞典(財団法人省エネルギーセンター）
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番号 対策メニュー
15 下ごしらえに電子レンジを活用（菜っ葉類）
16 下ごしらえに電子レンジを活用（ジャガイモ）

【解説】

料理の下ごしらえには電子レンジを有効に使いましょう。
例えば、ホウレンソウやキャベツなどの菜っ葉類の場合、
100gの食材を１Lの水(27℃程度）に入れ沸騰させる場合、
年間で8.32m3のガスを使用しますが、電子ﾚﾝｼﾞだと13.21kWhで済みます。

ガスを使用した場合の排出量＝8.32m3×2.08kg-CO2/m3＝17.31kg-CO2
電子レンジの場合の排出量＝13.21kWh×0.418kg-CO2/kWh＝5.52kg-CO2
17.31－5.52＝11.79kg-CO2　削減できます。

また、ジャガイモや里芋などの根菜類の場合、
100gの食材を１Lの水(27℃程度）に入れ沸騰させる場合、
年間で9.48m3のガスを使用しますが、電子ﾚﾝｼﾞだと22.01kWhで済みます。

ガスを使用した場合の排出量＝9.48m3×2.08kg-CO2/m3＝19.71kg-CO2
電子レンジの場合の排出量＝13.21kWh×0.418kg-CO2/kWh＝9.20kg-CO2
19.71－9.20＝10.51kg-CO2　削減できます。

参考文献
ながれやまエコ・チェックノート(流山市)
東京電力HP
家庭の省エネ大辞典(財団法人省エネルギーセンター）
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番号 対策メニュー
17 電気ポットを使わないときはコンセントからプラグを引き抜く

【解説】

ポットに満タンの水2.2ℓを入れ沸騰させ、1.2ℓを使用後、6時間保温状態にした場合と
プラグを抜いて保温しないで再沸騰させて使用した場合で比較すると、
年間で電気が107.45kWh節約できます。

電力は、電力会社で作られる際に、火力発電所や水力発電所、
原子力発電所など、複数の異なる種類の発電施設で同時に作られて
いるため、その電力の生成にあたって排出された二酸化炭素量を
求めるための排出係数は、毎年、国から公表されます。
ちなみに、平成20年度の東京電力の排出係数は
「実排出係数」が、0.418kg-CO2/kwh
「調整後排出係数」が0.332kg-CO2/kwh
となっています。調整後とは、グリーン電力証書を東京電力が購入して
相殺された後という意味なので、実排出係数を使用します。

したがって電力からの年間排出削減分は、
＝107.45kWh×0.418kg-CO2/kWh
≒44.91kg-CO2
となります。

参考文献
ながれやまエコ・チェックノート(流山市)
東京電力HP
家庭の省エネ大辞典(財団法人省エネルギーセンター）
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番号 対策メニュー
19 電球型蛍光灯ランプへ取り換える

【解説】

54Wの白熱電球と同じ明るさの電球型蛍光ランプにすると12Wで済みます。
1日あたり5時間の点灯があるとすると1年で約2,000時間稼働しますから
＝（54-12)W×2,000時間
=84.00kWh　が節約できることになります。

電力は、電力会社で作られる際に、火力発電所や水力発電所、
原子力発電所など、複数の異なる種類の発電施設で同時に作られて
いるため、その電力の生成にあたって排出された二酸化炭素量を
求めるための排出係数は、毎年、国から公表されます。
ちなみに、平成20年度の東京電力の排出係数は
「実排出係数」が、0.418kg-CO2/kwh
「調整後排出係数」が0.332kg-CO2/kwh
となっています。調整後とは、グリーン電力証書を東京電力が購入して
相殺された後という意味なので、実排出係数を使用します。

したがって電力からの年間排出削減分は、
＝84.00kWh×0.418kg-CO2/kWh
≒35.11kg-CO2
となります。

参考文献
ながれやまエコ・チェックノート(流山市)
東京電力HP
家庭の省エネ大辞典(財団法人省エネルギーセンター）
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番号 対策メニュー
20 買い物袋を持参して買い物する（トレイ、ラップ等の省包装を選ぶ）

【解説】

スーパーなどで包装された商品を買う場合と、同じものを市場で買う場合を
比較して、廃棄物量から算定を行います。
かりに、４人家族３日間分の買い物をすると１回当たり、

スーパーでは
紙18.7g、プラスチック148.8g、アルミ1.8gが出ますが、
市場（八百屋や魚屋等）で買うと
紙44.7g、プラスチック21.5gで済みます。

これらの包装は、製造時、廃棄時ともに二酸化炭素を排出します。
紙は、製造時1gあたり1.2gの炭素を出し、廃棄時には0.44gの炭素を出します。
プラスチックは、製造時1gあたり0.96gの炭素を出し、廃棄時には0.70gの炭素を出します。
アルミは、製造時1gあたり1.8gの炭素を出し、廃棄時にはCO2は出ません（燃焼させない）。

上記を計算すると
スーパーで買う場合の炭素排出量－市場で買う場合の炭素排出量
＝（283.1）－（109.0）
≒174.1g-C　となります。
これは二酸化炭素に換算すると、
＝174.1g-C×44/12
≒638.37g-CO2

これは４人分で３日間用なので、１世帯（平均３人）で年間（３６５日）に換算すると
＝638.37g-CO2×3/4×（365日/3日）
≒58kg-CO2/年

参考文献
ながれやまエコ・チェックノート(流山市)
環境省データ（平成18年度データ）
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番号 対策メニュー
21 太陽光発電装置を設置する（991.18kWh/kW発電）

【解説】

千葉県内では、１kＷの太陽光発電設備における年間発電量は991.18kWhです。
今仮に３kWの太陽光発電を設置したとすると、
＝３kW×991.18kWh/kW
=2,973.54kWh　が年間発電できることになります。

電力は、電力会社で作られる際に、火力発電所や水力発電所、
原子力発電所など、複数の異なる種類の発電施設で同時に作られて
いるため、その電力の生成にあたって排出された二酸化炭素量を
求めるための排出係数は、毎年、国から公表されます。
ちなみに、平成20年度の東京電力の排出係数は
「実排出係数」が、0.418kg-CO2/kwh
「調整後排出係数」が0.332kg-CO2/kwh
となっています。調整後とは、グリーン電力証書を東京電力が購入して
相殺された後という意味なので、実排出係数を使用します。

したがって電力からの年間排出削減分は、
＝2,973.54kWh×0.418kg-CO2/kWh
≒1,242.94kg-CO2
となります。

参考文献
ながれやまエコ・チェックノート(流山市)
東京電力HP
家庭の省エネ大辞典(財団法人省エネルギーセンター）
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番号 対策メニュー
22 雨水貯留設備を設置する(1000L節約)

【解説】

雨水貯留槽を設置し、雨水をため、それをトイレの水や庭に撒く水として
利用すると。水道からの水が節約できます。
また、流山市における水道の水の排出係数は、0.15kg/m3となっています。
いま、年間で1,000ℓ（≒1m3）を貯留して節約した場合、

＝1m3×0.15kg-CO2/m3
≒0.15kg-CO2
となります。

参考文献
ながれやまエコ・チェックノート(流山市)
家庭の省エネ大辞典(財団法人省エネルギーセンター）
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